
セ
ン
タ
ー
試
験
国
語
の

古
典
分
野
を
学
習
す
る

上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
て
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だ
さ
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セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で
に
残
さ
れ
た
時
間
は
あ
と
わ
ず

か
。
残
り
一
ヵ
月
、「
古
典
」
に
ど
う
臨
め
ば
得
点
ア
ッ
プ

で
き
る
の
か
。
そ
の
具
体
的
な
対
策
方
法
と
注
意
点
を
東

進
の
実
力
講
師
、三
羽
邦
美
先
生
に
伺
っ
た
。�

センター試験の問題・・�
解答が欲しい！というキミは､�
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古
文
・
漢
文
と
も
、
基

本
的
に
は
「
知
識
の
科
目
」

で
す
。
古
文
な
ら
文
法
や
敬

語
、
和
歌
の
修
辞
や
重
要
古

語
・
古
典
常
識
な
ど
、
漢
文

な
ら
句
法
や
用
法
の
重
要
な

語
な
ど
、
基
本
的
な
知
識
が

し
っ
か
り
と
身
に
つ
い
て
い

れ
ば
、
か
な
り
選
択
肢
を
絞

り
こ
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
特
に
漢
文
は
学
習
の
絶
対

量
が
少
な
い
。
古
文
の
学
習

量
の
約
半
分
く
ら
い
な
ん
で

す
。
今
か
ら
で
も
短
期
間
で

集
中
的
に
勉
強
す
れ
ば
、
飛

躍
的
に
高
得
点
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
高
い
。
し
か
も
配

点
は
古
文
と
同
じ
50
点
と
い

う
お
ト
ク
な
科
目
な
ん
で
す
。�

ま
だ
古
典
に
十
分
手
を
つ
け

て
い
な
い
人
も
、
で
き
る
だ

け
手
間
を
取
ら
な
い
『
古
文

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』『
漢
文
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
共
に
東
進

ブ
ッ
ク
ス
）
な
ど
を
活
用
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。�
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ま
ず
、
セ
ン
タ
ー
試
験

の
過
去
問
を
た
く
さ
ん
こ
な

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の

際
、
必
ず
制
限
時
間
を
設
け

て
時
間
配
分
と
集
中
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
で
す
。
現
・

現
・
古
・
漢
を
１
題
ず
つ
や

る
の
な
ら
15
〜
20
分
で
、
で

き
れ
ば
４
題
を
80
分
で
解
く

練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。「
漢

文
―
古
文
―
評
論
文
―
小
説

文
」
の
順
だ
っ
た
り
「
評
論

文
―
古
文
―
漢
文
―
小
説
文
」

の
順
だ
っ
た
り
と
、
４
題
を

ど
う
い
う
順
番
で
解
け
ば
、

自
分
が
一
番
理
想
的
な
ペ
ー

ス
で
問
題
に
臨
む
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
き
ち
ん
と
把
握

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。�

　
ま
た
、
正
解
に
い
た
る
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
自
分
に

知
識
が
身
に
つ
い
て
い
た
か

ら
解
け
た
の
か
、
そ
れ
と
も

偶
然
正
解
し
た
の
か
、
そ
の

点
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
過
去
問
演
習
あ

る
い
は
模
試
で
間
違
え
た
と

こ
ろ
は
、
普
段
自
分
が
利
用

し
て
い
る
予
備
校
の
テ
キ
ス

ト
や
参
考
書
・
問
題
集
に
立

ち
返
っ
て
、
す
ぐ
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�

����　
　
２
０
０
３
年
度
は
、
古

文
で
は
、
敬
意
の
対
象
や
和

歌
に
関
す
る
問
題
が
出
ま
し

た
。
２
０
０
４
年
度
は
、
品

詞
分
解
な
ど
文
法
的
説
明
の

問
題
、
紛
ら
わ
し
い
語
の
識

別
、「
え
…
打
消
」「
な
…
そ
」

な
ど
陳
述
の
副
詞
の
解
釈
あ

た
り
が
狙
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
２
０
０
３
年
度
は

出
題
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

２
０
０
１
年
、
２
０
０
２
年

と
出
題
さ
れ
た
文
学
史
も
抑

え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
。
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
広
く
標
準

的
な
知
識
を
得
て
お
く
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。�

　
漢
文
で
は
、
５
年
ほ
ど
前

か
ら
返
り
点
、
送
り
仮
名
と

も
に
つ
い
て
い
な
い
傍
線
部

を
元
に
、
返
り
点
の
つ
け
方

と
書
き
下
し
文
の
組
み
合
わ

せ
が
正
し
い
も
の
、
あ
る
い

は
現
代
語
訳
の
組
み
合
わ
せ

を
選
択
さ
せ
る
問
題
が
出
現

し
、
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

　
古
典
で
は
、
設
問
を
見
て

何
が
問
わ
れ
て
い
る
の
か
、

知
識
で
絞
れ
る
問
題
が
な
い

か
を
判
断
す
る
ス
ピ
ー
ド
を

養
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
蓄

え
て
き
た
知
識
を
実
際
に
使

え
る
力
に
す
る
た
め
に
、
と

に
か
く
、
ど
ん
ど
ん
過
去
問

を
解
い
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
冬
期
講
習
の
「
セ

ン
タ
ー
試
験
古
典
完
成
テ
ス

ト
ゼ
ミ
」
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

予
想
問
題
を
使
い
、
実
戦
力

を
鍛
え
ま
す
。「
や
っ
て
お

い
て
良
か
っ
た
！
」
と
い
う

先
輩
た
ち
の
声
も
多
い
、
毎

年
人
気
の
講
座
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
直
前
期
の
総
仕
上
げ
に

受
講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

東進のホームページ�

www.toshin.ac.jpへ急げ！�

こ
れ
か
ら
本
番
ま
で
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

勉
強
を
進
め
て
い
け
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
？
　

ま
た
、
そ
の
際
、
注
意

す
べ
き
点
は
？
�

2
0
0
4
年
度
の
セ
ン

タ
ー
試
験
で
狙
わ
れ
そ

う
な
テ
ー
マ
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。�

三羽 邦美先生（古典）�
縦横無尽な知識を駆使し、ゆったりと悠久の世界に誘う
独特のストーリー講義が、根強い支持を集める実力派。
正攻法でありながら歴史的背景も交えた奥深い授業内容
に、「古典食わず嫌い」の受験生もグングン引き込まれ、
短期間で確実に合格レベルの実力が身につく。�

　2004年度センター試験当日には「センター試験同日体験受験」
が行われます。高2生は「受験のことは4月になってから考えよう」な
んて言っているようでは遅いですよ！　スタートは早いに越したこと
はありません。最初は「力試し」のつもりで構いませんので、できれ
ば12月の「センター最終プレ入試」から受けてみてください。現段
階で自分がどれくらいのレベルなのか、志望校合格に必要な点数ま
で力を伸ばすにはどんなことをやらなければならないのか、というこ
とを高3のスタートまでに認識しておくだけでずいぶん違いますよ。 

高2生もセンター最終プレ入試、�
センター同日体験受験で力試し！�
高2生もセンター最終プレ入試、�
センター同日体験受験で力試し！�
�
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先生のおかげで、残り1ヵ月間で�
20点アップできました！�
三羽先生の「センター試験対策古典」の授業では、セ
ンター特有の解法を分かりやすく教えてくださいます。
また冬期の「センター試験古典完成テストゼミ」で総
仕上げしたおかげで、残り1ヵ月間で20点アップでき
ました。都立大の入試前にはセンター方式で法政大（法）
にも合格。センターで成功すれば､道が大きく拓けます！�

東京都立大学 法学部�
日暮 裕貴くん�

千葉県立 薬園台高校卒�

三羽 邦美先生の主な担当講座�

●古文総合（応用）（90分×23回）�
基本的な文法力と読解力を鍛え、入試実戦レベルの問題に挑戦、有名私大レベ
ルの入試で合格点を取る力を身につけます。�

●漢文（90分×21回）�
句法・背景知識の整理・読解演習など、国公立大二次・私大受験で合格できる『漢
文のすべて』を伝授します。�

●入試対策：センター試験対策古典（90分×20回）�
センター試験必出の古文の文法・重要単語・解釈のポイント、漢文の訓読・句
法の基礎を総整理、厳選された問題の実戦演習につなげていきます。�

●古文総合演習（有名私立大対策）（90分×5回）�
有名私大入試で出題が予想される頻出古典をジャンル別に演習、実戦的な古文
の総合力を完成させる講座です。�

●センター試験古典完成テストゼミ（90分×5回）�
センター試験オリジナル予想問題ゼミで、制限時間内に高得点をあげるための実戦力を鍛えます。�

●漢文攻略（90分×5回）�
国公立二次・私大入試で漢文を必要とする受験生を対象に、さまざまなジャン
ルの文章を厳選し、実戦力を鍛えます。�

●難関国公立大古文　実力錬成編（授業90分×5回＋添削指導5回）�
国公立大二次対策がある程度進んでいる受験生を対象に、さらに高度な読解力・
知識、記述答案の作成法を身につけます。�

●難関国公立大漢文（授業90分×5回＋添削指導5回）�
これまでに身につけた句法・訓読などの知識を総動員し、的確に読解し解答をま
とめる力を向上させます。�

●難関国公立大古文　直前演習編（90分×5回）�
「難関国公立大古文　実力錬成編」の学習内容を前提に、「点のもらえる答案
づくり」をテーマにした最終トレーニングを行います。�

通年講座�

冬期・直前講習�

記述型答案練習講座�

大学対策講座�

2003年センター試験国語Ⅰ・Ⅱ（古典分野）より�

〈古文〉過去5年の出典一覧�

2003年度 
2002年度 
2001年度 
2000年度 
1999年度 

近世 
近世 
中世 
中古 
近世 

「五葉」（荒木田麗女） 
「松しま日記」（嘉恵女） 
「和歌庭訓」（二条為世） 
「宇津保物語」 
「井関隆子日記」（井関隆子） 

擬古物語 
日記 
歌論 
物語 
日記 

時 代� ジャンル� 出 典�

〈漢文〉過去5年の出典一覧�

2003年度 
2002年度 
2001年度 
2000年度 
1999年度 

出 典�
「閲微草堂筆記」（紀　）   
「清波雑志」（周�）   
「大唐新語」（劉粛）   
「呂氏春秋」    
「列女伝」(劉向）   

▲漢文　問2より 
返り点と書き下し文の組み合わせの形も数年定着して
いるが、今年度はＡ・Ｄともに句法の知識では解けず、
文脈上の意味の判断が必要で難しかった。 

▲古文　問2より 
問2は敬意の対象の文法問題。「聞こゆ」は謙譲
語だから、動作の相手へ。「給ふ」は尊敬語だか
ら、動作の本人へ。選択肢の配分にも着眼したい。 
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